
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
３
月
15

日
付
で
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連

隊
長
兼
ね
て
八
戸
駐
屯
地
司
令
に

着
任
し
ま
し
た
遠
藤
智
明
と
申
し

ま
す
。
入
隊
以
来
、
初
の
東
北
勤

務
と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
八
戸
に

お
い
て
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
当
駐
屯
地
は
昭
和
31
年

開
庁
以
来
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た

り
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆

様
か
ら
頂
き
ま
し
た
ご
厚
誼
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
八
戸
駐

屯
地
司
令
へ
の
着
任
に
あ
た
り
、

私
は
、
「
即
応
・
信
頼
・
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
」
と
い
う
３
つ
の
要
望
事

項
を
掲
げ
ま
し
た
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
ま
た
、
災

害
を
始
め
と
す
る
危
機
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
、
予
見
す
る

こ
と
が
困
難
で
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
当
駐
屯
地
と
し
ま
し
て
も
、

危
機
に
即
応
し
、
国
民
か
ら
の
負

託
に
応
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

駐
屯
地
と
し
て
即
応
し
、
使
命

を
完
遂
す
る
た
め
に
は
、
部
隊
・

隊
員
相
互
は
勿
論
の
こ
と
、
地
域

の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
こ
の
よ
う

第３号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和３年５月３１日 （１）

陸 上 自 衛 隊

八 戸 駐 屯 地 広 報 紙

発行元

八 戸 駐 屯 地 後 援 会

編集協力

八戸駐屯地司令業務室

印 刷

㍿ 中 長 印 刷

八

戸

第４地対艦ミサイル連隊長
兼 ね て
八 戸 駐 屯 地 司 令

１等陸佐 遠藤 智明

第 ３ 号 の 紙 面

１ 新着任駐屯地司令挨拶
２ 新着任部隊長挨拶
３ 駐屯地主催行事
４、５ 部隊の活動状況
６ 陸自飯グランプリ等
７ 転出部隊長挨拶等
８ 松坂１佐離任挨拶等

Ｈ １１.１０ 第８特科連隊

１６. ８ 第１８次ゴラン高原派遣輸送隊

１８. ３ 第８特科連隊中隊長

１８. ８ 幹部学校指揮幕僚課程

２０. ８ 第２地対艦ミサイル連隊中隊長

２２. ３ 陸上幕僚監部付 外務省出向

２４. ４ 陸上幕僚監部防衛部情報通信・研究課

２６. ７ 米国海兵隊指揮幕僚課程

２７. ７ 陸上幕僚監部防衛部防衛課国際防衛協力室

２９. ３ 陸上幕僚監部防衛部防衛協力課

２９.１２ 中央情報隊本部付

３０. ３ 陸上幕僚監部監理部総務課広報室

３１. ４ 西部方面総監部防衛部防衛課長

Ｒ ３. ３ 現 職

経 歴

な
関
係
を
構
築
・
維
持
す
る
た
め
、

地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
駐
屯
地
の
部
隊
・
隊
員

の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
所
在
す
る

海
上
・
航
空
自
衛
隊
や
、
各
自
治

体
・
関
係
機
関
等
の
皆
様
と
の
相

互
の
信
頼
関
係
に
根
差
し
た
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
駐
屯
地
と
皆
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
様
々
な
制
約
を
受

け
る
状
況
が
継
続
し
て
い
る
た
め
、

駐
屯
地
と
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
最
大

限
留
意
し
つ
つ
、
情
報
発
信
や
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
く

機
会
を
積
極
的
に
設
け
て
参
る
所

存
で
あ
り
、
本
広
報
紙
が
当
駐
屯

地
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
一
助
と
な
れ
ば
幸

甚
で
す
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
こ
れ
か
ら
も

事
態
に
即
応
し
、
地
域
の
皆
様
か

ら
信
頼
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
責
務
の
完
遂
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第４地対艦ミサイル連隊長
兼ねて八戸駐屯地司令着任



新着任部隊長 紹介

第３号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和３年５月３１日 （２）

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
長

２
等
陸
佐

大
濱

明
弘

経 歴

３
等
陸
佐

髙
橋

怜

経 歴

第

９

飛

行

隊

長

２
等
陸
佐

片
上

裕
文

経 歴 駐
屯
地
の
皆
さ
ん
は
じ
め
ま

し
て
。
航
空
学
校
（
明
野
）
か

ら
３
月
15
日
付
で
第
９
飛
行
隊

長
を
拝
命
し
た
片
上
２
佐
で
す
。

出
身
は
愛
媛
県
今
治
市
、
東

北
勤
務
は
仙
台
・
神
町
に
引
き

続
き
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

八
戸
市
内
や
周
辺
の
地
名
を

少
し
ず
つ
覚
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
特
性

に
つ
い
て
は
、
周
り
の
方
々
に

聞
き
な
が
ら
確
認
し
て
い
る
途

中
で
す
。

着
任
以
降
、
休
日
に
お
い
て

は
南
部
煎
餅
を
は
じ
め
、
八
戸

せ
ん
べ
い
汁
、
い
ち
ご
煮
の
郷

土
料
理
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
後
は
徐
々
に
遠
出
を
し

て
各
所
の
温
泉
・
銭
湯
へ
出

か
け
て
み
よ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

着
任
後
の
率
直
な
感
想
と

し
て
は
、
非
常
に
住
み
や
す

い
地
域
・
駐
屯
地
で
あ
り
、

個
人
的
に
は
気
に
入
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
八
食
セ
ン

タ
ー
や
朝
市
な
ど
の
こ
こ
で

し
か
体
験
で
き
な
い
観
光
的

な
も
の
も
近
傍
に
あ
り
、

せ
っ
か
く
八
戸
駐
屯
地
勤
務

の
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、

こ
の
機
会
に
貪
欲
に
体
験
し

て
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
駐

屯
地
と
地
域
に
い
い
意
味
で

ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
た
う
え
で

勤
務
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
等
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｈ ９.３ 第１０飛行隊 （明 野）

１５.８ 中部方面ヘリコプター隊 （八 尾）

１７.８ 第１０師団司令部第３部 （守 山）

２０.３ 航空学校付 幹部特修課程 （明 野）

２１.３ 東北方面総監部防衛部防衛課航空班 （仙 台）

２２.８ 陸上幕僚監部装備部航空機課 （市ヶ谷）

２４.３ 陸上幕僚監部監理部総務課 （市ヶ谷）

２６.３ 航空学校研究部 （明 野）

２７.３ 第５対戦車ヘリコプター隊飛行隊長 （明 野）

２９.３ 第６師団司令部第１部長 （神 町）

３１.３ 航空学校企画室総括班長 （明 野）

Ｒ ３.３ 現 職 （八 戸）

Ｈ２０.３ 第３０普通科連隊 小銃小隊長 （新発田）

２３.３ 情報小隊長

２５.８ 第３科運用訓練幹部

２６.８ 第１２旅団司令部 防衛幹部 （相馬原）

２８.３ 幹部候補生学校 区隊長 （前川原）

３０.３ 富士学校普通科部 幹部特修課程 （富 士）

３１.３ 防衛大学校 中隊次席指導教官 （横須賀市）

Ｒ ３.３ 現 職 （八 戸）

日
頃
よ
り
私
ど
も
八
戸
駐
屯

地
及
び
当
駐
屯
地
業
務
隊
に
対

し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
の
度
、
第
15
旅
団
司
令
部

（
沖
縄
県
那
覇
市
）
よ
り
、
３

月
15
着
任
い
た
し
ま
日
付
で
第

33
代
業
務
隊
長
と
し
て
し
た
。

一
年
を
通
じ
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の

花
咲
く
南
の
島
よ
り
、
桜
前
線

の
北
上
と
と
も
に
、
春
を
待
ち

わ
び
、
そ
し
て
満
開
の
桜
花
を

愛
で
る
美
し
い
季
節
・
土
地
に

転
居
し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と

に
感
慨
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
着
任
一
か
月
を
迎
え
、
八

戸
市
民
と
し
て
住
ん
で
暮
ら
し
、

精
強
・
東
北
方
面
隊
の
一
員

と
し
て
地
域
の
皆
様
お
一
人

お
一
人
の
御
支
援
の
下
、
存

分
に
働
け
る
幸
せ
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
古
語
に
い
う

「
春
」
の
季
語
で
あ
る
「
梓

弓
（
あ
ず
さ
ゆ
み
）
」
は
弓

の
弦
（
つ
る
）
の
「
張
る
」

を
、
厳
し
い
冬
ご
も
り
の
後

の
「
春
」
に
か
け
た
言
葉
と

聞
き
及
び
ま
す
。
駐
屯
地
各

部
隊
の
戦
闘
力
を
支
え
る
戦

闘
支
援
を
担
う
部
隊
で
あ
る

駐
屯
地
業
務
隊
の
指
揮
官
と

し
て
、
常
に
、
張
る
と
い
う

緊
張
感
を
も
っ
て
、
そ
し
て

何
よ
り
も
皆
様
の
立
場
に

立
っ
て
、
日
々
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

Ｈ ３.３ 第５特科連隊 （帯 広）

１０.８ 幹部学校 （目 黒）

１２.３ 富士学校 （富 士）

１４.３ 補給統制本部 （十 条）

１５.８ 陸上幕僚監部 （市ヶ谷）

２２.３ 補給統制本部 （十 条）

２４.３ 防衛研究所 （目 黒）

２８.３ 幹部学校 （目 黒）

３０.３ 教育訓練研究本部 （目 黒）

Ｒ １.３ 第１５旅団司令部 （那 覇）

Ｒ ３.３ 現 職 （八 戸）

令
和
３
年
３
月
23
日
付
を

も
っ
て
、
防
衛
大
学
校
（
横
須

賀
）
か
ら
第
38
普
通
科
連
隊
第

３
中
隊
長
に
着
任
し
た
髙
橋
３

佐
で
す
。

出
身
は
山
形
県
庄
内
町
で
、

以
前
、
神
町
駐
屯
地
（
山
形
県

東
根
市
）
で
勤
務
し
て
お
り
ま

し
た
。
幹
部
任
官
以
来
、
南
は

九
州
福
岡
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

勤
務
地
・
職
務
を
経
て
、
こ
の

度
、
中
隊
長
と
し
て
14
年
ぶ
り

に
郷
土
で
あ
る
東
北
地
方
に
戻

り
、
勤
務
す
る
機
会
を
得
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
光
栄
に
思
い

ま
す
。

今
、
単
身
八
戸
に
来
て
、
約

３
週
間
、
日
は
浅
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
勤
務
や
生
活
を
通
じ
、

真
面
目
に
黙
々
と
取
り
組
む

東
北
人
の
気
質
に
愛
着
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
地
元
の

方
々
の
温
か
さ
を
実
感
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
太
平

洋
に
面
し
自
然
豊
か
な
こ
の

地
で
、
趣
味
で
あ
る
釣
り
や
、

ホ
タ
テ
な
ど
美
味
し
い
魚
介

を
堪
能
で
き
、
恵
ま
れ
た
環

境
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
八
戸
の
人
と
土

地
に
触
れ
な
が
ら
、
知
り
な

が
ら
、
皆
様
と
共
に
勤
務
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
38
普
通
科
連
隊
は
、
即

応
予
備
自
衛
官
を
主
体
と
す

る
、
常
駐
す
る
自
衛
官
は
中

隊
で
あ
り
、
約
30
名
と
比
較

的
小
さ
な
部
隊
で
あ
り
ま
す

が
、
駐
屯
地
各
部
隊
と
協
力

し
、
地
域
の
皆
様
の
信
頼
を

得
る
よ
う
尽
力
す
る
所
存
で

す
。
ご
指
導
・
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
３
８
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊



八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
３
年

４
月
27
日
（
火
）
防
衛
及
び
駐

屯
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
及
び
終

了
式
を
実
施
し
た
。

今
年
度
は
、
委
嘱
式
及
び
終

了
式
を
駐
屯
地
の
桜
満
開
の
予

想
に
あ
わ
せ
日
程
を
設
定
し
た

が
、
４
月
中
旬
に
気
温
の
高
い

日
が
続
き
、
例
年
よ
り
２
週
間

ほ
ど
早
い
４
月
16
日
（
金
）
に

桜
が
満
開
に
な
っ
た
た
め
桜
散

る
中
で
の
式
と
な
っ
た
。

式
に
先
立
ち
、
司
令
業
務
室

か
ら
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
、
八
戸

駐
屯
地
の
歴
史
と
地
域
と
の
連

携
、
所
在
部
隊
の
紹
介
及
び
モ

ニ
タ
ー
制
度
の
説
明
を
実
施
し

― 澄んだ春の空を満喫 ―

八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
３
年

３
月
６
日
（
土
）
第
９
飛
行
隊

の
支
援
を
受
け
、
今
年
度
３
回

目
の
航
空
機
体
験
搭
乗
を
実
施

し
た
。

参
加
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
予
防
対
策
を
と
っ
た
上
で
、

第
９
飛
行
隊
に
よ
る
搭
乗
前
の

安
全
教
育
を
受
け
た

後
、
飛
行
場
に
移
動

し
、
Ｕ
Ｈ―

１
Ｊ
に

搭
乗
し
た
。
飛
行
場

を
飛
び
立
っ
た
Ｕ
Ｈ

―

１
Ｊ
は
、
八
戸
の

市
街
地
や
三
陸
復
興

国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
種
差
海
岸

を
含
む
海
岸
線
を
眺

め
な
が
ら
八
戸
市
上

空
を
周
遊
す
る
約
10

分
間
の
空
中
散
歩
を

楽
し
ん
だ
。

こ
の
日
の
朝
は
曇

り
で
や
や
視
界
が
悪

か
っ
た
が
、
や
が
て

さ
わ
や
か
な
青
空
が

広
が
る
穏
や
か
な
天

候
と
な
り
、
参
加
者

た
ち
は
自
衛
隊
航
空

機
へ
の
搭
乗
に
感
動
し
て
い
た
。

駐
屯
地
は
今
後
も
航
空
機
体
験
搭

乗
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
の
各
種
取
り
組
み

を
進
め
る
所
存
で
あ
る
。

令和３年５月３１日 （３） 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 第３号

駐 屯 地 炊 事 競 技 会 開 催

八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
３
年
２

月
８
日
（
月
）
令
和
２
年
度
駐
屯

地
炊
事
競
技
会
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
に
は
、
第
４
地
対
艦

ミ
サ
イ
ル
連
隊
の
４
コ
中
隊
、
第

９
施
設
大
隊
、
第
１
０
１
高
射
特

科
隊
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、
審

査
員
と
し
て
八
戸
駐
屯
地
後
援
会

の
坂
本
美
洋
会
長
、
八
戸
市
市
民

令
和
３
年
駐
屯
地
成
人
式

「成人として、そして自衛官として」

八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
３
年

１
月
14
日
（
木
）
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
令
和
３
年
度
駐
屯

地
成
人
式
を
実
施
し
た
。

今
年
の
新
成
人
は
59
名
で
、

八
戸
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
来

賓
ご
臨
席
の
下
、
駐
屯
地
各
部

隊
長
が
参
列
し
て
執
り
行
わ
れ

た
。式

典
で
は
、
新
成
人
者
が
緊

張
し
た
面
持
ち
で
整
列
し
、
駐

屯
地
司
令
は
「
こ
れ
か
ら
の
自

衛
隊
、
わ
が
国
を
支
え
る
の
は

情
熱
に
溢
れ
る
君
た
ち
新
成
人

で
す
。
こ
の
意
義
あ
る
節
目
の

日
に
、
自
衛
官
と
し
て
、
ま
た
、

社
会
人
と
し
て
の
責
任
を
全
う

し
、
任
務
達
成
に
邁
進
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
た
。
そ
の
後
、
来
賓
を
代

表
し
て
八
戸
市
長
小
林
眞
様
か

ら
「
自
衛
隊
員
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
持
ち
、
先
輩
隊
員
の
よ

う
な
国
民
に
尊
敬
さ
れ
る
立
派

な
自
衛
官
に
な
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

い
う
大
変
困
難
な
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
日
頃
の
訓
練
に
精
励
さ

れ
、
更
な
る
能
力
の
向
上
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
の
お
言
葉
を
、
続
い
て
八
戸
駐

屯
地
後
援
会
会
長
の
坂
本
美
洋
様

か
ら
は
「
国
民
の
安
心
と
安
全
を

守
る
自
衛
隊
を
支
援
す
る
た
め
、

今
後
も
八
戸
駐
屯
地
後
援
会
と
し

て
八
戸
駐
屯
地
の
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
の
活
躍
を
祈

念
し
ま
す
」
と
の
ご
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。
続
い
て
新
成
人
を
代
表

し
、
第
９
後
方
支
援
連
隊
の
平
井

士
長
が
、
「
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
温
か
い
方
々
と
日
本
の
平

和
を
守
る
た
め
に
、
学
ぶ
心
を
忘

れ
ず
に
日
々
努
力
を
重
ね
、
自
衛

官
と
し
て
、
人
と
し
て
、
強
く
、

優
し
く
、
美
し
く
生
き
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
た
。

式
の
最
後
に
は
八
戸
陣
太
鼓
部

が
祝
い
太
鼓
を
演
奏
し
、
人
生
の

新
た
な
門
出
を
祝
っ
た
。

郷
土
の
味
を
競
う

炊
き
出
し
訓
練

お
も
て
な
し
の
精
神
に
心
が
満
た
さ
れ
ま
し
た

４地対艦１中隊 ４地対艦２中隊 ４地対艦本部管理中隊

４地対艦３中隊の優勝メニュー

第１０１高射特科隊 第９施設大隊

防
災
部
の
下
村
晃
一
防
災
危

機
管
理
課
長
、
八
戸
せ
ん
べ

い
汁
研
究
所
の
木
村
聡
所
長
、

東
北
方
面
隊
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
の
槙
一
郎
氏
、
業
務
隊

糧
食
班
栄
養
士
の
西
野
技
官

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

競
技
は
、
部
隊
の
装
備
品

で
あ
る
野
外
炊
具
を
使
用
し

て
、
災
害
発
生
に
伴
い
避
難

し
た
地
域
の
住
民
に
炊
き
出

し
支
援
を
行
う
と
い
う
災
害

派
遣
の
想
定
で
実
施
さ
れ
、

「
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た

“
せ
ん
べ
い
汁
”
を
含
む
八

戸
の
郷
土
料
理
」
を
調
理
す

る
と
い
う
も
の
。
各
部
隊
は

そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
や
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
、
せ
ん
べ
い
汁

や
サ
バ
、
イ
カ
料
理
を
調
理

し
、
各
審
査
員
の
舌
を
大
い

に
唸
ら
せ
た
。
審
査
員
の
木

村
せ
ん
べ
い
汁
研
究
所
長
か

な
ど
を
調
理
し
た
第
４
地
対

艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
第
３
中
隊

が
見
事
優
勝
し
た
。
優
勝
メ

ニ
ュ
ー
は
、
今
後
、
八
戸
駐

屯
地
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
隊
員
に
提
供
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

ＵＨ－１Ｊ

フライトを終えた参加者

新成人の抱負を述べる平井士長

指揮を執る奥原３曹

審査員による試食の様子

盛り付け審査の様子

調理をする隊員
駐
屯
地
の
発
展
へ
寄
与
し
た
い

令
和
３
年
委
嘱
式
・
終
了
式
及
び
モ
ニ
タ
ー
会
議

ら
「
ど
の
部
隊
も
工
夫
を
凝

ら
し
た
せ
ん
べ
い
汁
を
一
生

懸
命
作
っ
て
い
て
、
非
常
に

お
い
し
く
、
心
も
満
た
さ
れ

ま
し
た
。
」
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。

味
、
見
た
目
、
衛
生
管
理

な
ど
を
総
合
評
価
す
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
牛
も
つ
煮

せ
ん
べ
い
汁
、
ガ
パ
オ
ラ
イ

ス
風
の
“
鯖
カ
オ
ラ
イ
ス
”

た
。引

き
続
き
、
懇
談
に
お
い

て
は
、
駐
屯
地
司
令
か
ら
新
・

旧
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
て
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

各
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、
駐
屯

地
と
地
域
と
の
関
係
強
化
に

資
す
る
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

式
終
了
後
は
、
希
望
者
に

駐
屯
地
内
の
施
設
見
学
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
特
に
隊
内

売
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
迷

彩
色
の
バ
ッ
ク
や
手
袋
な
ど

の
自
衛
隊
関
連
グ
ッ
ズ
に
大

き
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
よ

う
で
買
い
求
め
て
い
る
方
も

い
た
。

駐
屯
地
は
今
後
モ
ニ
タ
ー
に
対
す

る
広
報
紙
の
配
布
や
駐
屯
地
行
事
等

へ
の
招
待
を
通
じ
、
陸
上
自
衛
隊
に

対
す
る
理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
意
見
を
駐
屯
地
各

種
施
策
に
反
映
し
、
「
信
頼
さ
れ
る

八
戸
駐
屯
地
」
を
目
指
し
て
業
務
を

運
営
す
る
所
存
で
あ
る
。

売店での様子

司令との懇談



第 ９ 飛 行 隊

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

活 動 状 況

救助活動におけるホイスト訓練

第
１
０
１
高
射
特
科
隊
は
、

令
和
３
年
３
月
15
日
（
月
）
八

戸
駐
屯
地
に
お
い
て
、
須
田
拓

哉
３
等
陸
尉
（
福
島
県
福
島
市

出
身
）
の
幹
部
任
官
行
事
を
実

施
し
た
。

隊
長
へ
の
任
官
申
告
後
、

「
不
審
者
索
敵
に
関
す
る
第
１

０
１
高
射
特
科
隊
行
動
命
令
」

が
発
令
さ
れ
、
迅
速
に
班
員
を

掌
握
し
隊
舎
周
辺
を
索
敵
、
不

審
者
を
対
処
し
た
後
、
隊
長
へ

索
敵
結
果
報
告
を
実
施
し
た
。

こ
の
際
、
隊
長
か
ら
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
く
と
も
に
、
両
親

か
ら
の
手
紙
を
朗
読
、
須
田
３

尉
の
う
る
ん
だ
瞳
か
ら
決
意
と

喜
び
の
か
け
ら
が
こ
ぼ
れ
落
ち

た
。幹

部
任
官
式
で
は
、
「
隊
に

貢
献
で
き
る
人
材
と
な
り
、
そ

れ
が
巡
っ
て
日
本
の
防
衛
に
つ

な
が
る
よ
う
精
進
す
る
。
」
と

決
意
表
明
し
、
第
１
０
１
高
射

特
科
隊
に
お
い
て
幹
部
自
衛
官

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

第
１
０
１
高
射
特
科
隊
は
、
令
和

３
年
１
月
18
日
（
月
）
か
ら
22
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
航
空
自
衛
隊
三

沢
基
地
及
び
六
ケ
所
対
空
射
撃
場
に

お
い
て
令
和
２
年
度
高
射
特
科
職
種

統
一
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
６
・
第
９
高
射
特

科
大
隊
、
第
22
即
応
機
動
連
隊
（
高

射
小
隊
）
の
職
種
部
隊
の
み
な
ら
ず
、

携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
保
有
部
隊
及
び
対
空
警

告
・
警
報
受
信
部
隊
の
19
コ
部
隊
、

令和２年度高射特科職種統一訓練

約
４
０
０
名
が
参
加
し
た
ほ
か
、

航
空
自
衛
隊
北
部
警
戒
管
制
団
、

第
１
高
射
特
科
団
、
第
２
対
戦
車

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
及
び
方
面
通
信

群
の
支
援
を
受
け
、
高
射
特
科
部

隊
の
対
空
戦
闘
能
力
、
携
帯
Ｓ
Ａ

Ｍ
保
有
部
隊
の
対
空
自
衛
戦
闘
能

力
及
び
対
空
警
告
・
警
報
受
信
部

隊
の
受
信
・
航
跡
図
作
成
能
力
の

向
上
を
図
っ
た
。

第１０１高射特科隊

第
９
飛
行
隊
は
、
令
和

３
年
度
の
訓
練
始
め
及
び

今
年
一
年
の
航
空
安
全
を

祈
念
し
て
、
令
和
３
年
１

月
12
日
（
火
）
に
年
始
編

隊
飛
行
を
実
施
し
た
。

Ｕ
Ｈ―

１
Ｊ
２
機
に
よ

り
、
八
戸
市
周
辺
空
域
を

約
1
時
間
飛
行
し
た
。

第
９
飛
行
隊
は
、
安
全
飛

行
に
努
め
、
任
務
の
完
遂

に
努
め
る
。

１年間の安全を祈念

令
和
３
年
３
月
15

日
付
で
第
33
代
八
戸

駐
屯
地
業
務
隊
長
と

し
て
、
第
15
旅
団
司

令
部
よ
り
大
濵

明

弘
２
等
陸
佐
が
着
任

さ
れ
た
。

着
任
式
で
は
「
一

人
一
人
の
才
能
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る

職
場
環
境
の
創
造
」

を
統
率
方
針
に
、

八戸駐屯地業務隊

第３３代業務隊長着任

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

隊
は
、
令
和
２
年
３
月
３
日

（
水
）
か
ら
４
日
（
木
）
に
か

け
て
霞
目
駐
屯
地
及
び
王
城
寺

原
演
習
場
で
航
空
隊
戦
技
競
技

会
が
開
催
さ
れ
た
。

種
目
は
、
２
種
目
で
「
全
員

走
の
部
」
と
「
小
火
器
射
撃
の

部
」
で
実
施
さ
れ
た
。

令和２年度航空隊戦技競技会

小銃射撃の部

ま
た
、
２
月
25
日

（
木
）
に
八
戸
駐
屯
地

に
お
い
て
各
種
事
態
及

び
災
害
時
に
備
え
た
救

助
訓
練
を
実
施
し
、
第

９
飛
行
隊
の
鈴
木
３
曹

が
救
助
員
と
し
て
訓
練

に
臨
ん
だ
。
不
測
事
態

に
備
え
た
訓
練
を
今
後

も
実
施
し
、
操
縦
手
及

び
救
助
員
の
練
度
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
相
手
の
立
場
で
」

を
要
望
事
項
に
掲
げ

た
。
業
務
隊
は
部
隊

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
積
極
的
に
支
援
を

し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。

「
隊
本
部
及
び
飛
行
支

援
隊
」
と
「
飛
行
隊
」
の

２
個
チ
ー
ム
で
参
加
し
、

３
日
に
実
施
さ
れ
た
小
火

器
射
撃
の
部
に
お
い
て
第

２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

隊
飛
行
隊
は
航
空
隊
９
個

チ
ー
ム
中
見
事
優
勝
を
果

た
し
た
。

辞令書交付 不審者を対処

第３号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和３年５月３１日 （４）

～ 連 隊 射 撃 集 合 訓 練 実 施 ～

第
９
後
方
支
援
連
隊
は
、
令
和
３

年
４
月
12
日
（
月
）
か
ら
15
日
（木
）

ま
で
の
間
、
八
戸
駐
屯
地
基
本
射
場

に
お
い
て
「
令
和
３
年
度
連
隊
射
撃

集
合
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

本
集
合
訓
練
は
、
射
撃
に
必
要
な

識
能
の
向
上
及
び
戦
技
能
力
向
上
の

基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

座
学
で
基
本
基
礎
事
項
の
再
確
認
を

第 ９ 後 方 支 援 連 隊

行
い
、
射
撃
予
習
で
射
撃
技
術

の
基
礎
を
固
め
、
実
弾
射
撃
で

そ
の
成
果
の
確
認
を
し
た
。
ま

た
、
実
弾
射
撃
後
に
勉
強
会
を

行
い
、
意
見
を
交
換
し
合
う
こ

と
で
更
な
る
練
成
及
び
指
導
要

領
の
資
を
得
る
等
、
射
撃
技
能

及
び
指
導
能
力
の
向
上
を
図
っ

た
。

射撃後の勉強会

射撃の様子

着任の挨拶を述べる業務隊長

優勝時の集合写真

須田３尉 幹部任官行事

第１回東北方面特科隊演習

岩
手
山
演
習
場

に
お
い
て
は
夜
間

陣
地
進
入
訓
練
、

王
城
寺
原
演
習
場

に
お
い
て
は
陣
地

偵
察
訓
練
、
八
戸

演
習
場
に
お
い
て

は
築
城
訓
練
及
び

各
機
能
別
訓
練
等

を
実
施
し
、
部
隊

及
び
個
人
の
練
度

向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。

連
隊
は
今
後
も

連
隊
長
を
核
心
と

し
て
、
６
月
に
実

施
さ
れ
る
「
令
和

３
年
度
連
隊
訓
練

検
閲
」
受
閲
に
向

け
、
更
な
る
部
隊

の
精
強
化
を
目
指

す
。

陣地偵察結果について報告を受ける連隊長連隊本部指揮所掩蓋化

第
４
地
対
艦
ミ

サ
イ
ル
連
隊
は
、

令
和
３
年
４
月
12

日
（
月
）
～
４
月

22
日
（
木
）
の
間
、

岩
手
県
岩
手
山
演

習
場
、
宮
城
県
王

城
寺
原
演
習
場
及

び
八
戸
演
習
場
に

お
い
て
、
「
第
１

回
東
北
方
面
特
科

隊
演
習
」
に
参
加

し
た
。

本
訓
練
は
各
級

指
揮
官
の
陣
地
の

偵
察
・
選
定
能
力

及
び
部
隊
の
築
城

能
力
向
上
を
重
視

し
、
各
演
習
場
に

お
い
て
状
況
を
区

切
っ
て
訓
練
を
実

施
し
た
。

第４地対艦ミサイル連隊



第
１
２
３
地
区
警
務
隊

八

戸

派

遣

隊

平
素
よ
り
駐
屯
地
後
援
会
様
を

は
じ
め
、
関
係
協
力
会
等
の
皆
様
、

そ
し
て
退
職
自
衛
官
雇
用
企
業
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
防
衛
省
自

衛
隊
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
で
の
採
用
控
え
の
影
響
も
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
定
年
制
・
任
期
制

共
に
安
定
し
た
就
職
の
援
助
が
で

き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

再
就
職
の
た
め
の
職
域
拡
大
及
び

早
期
離
職
防
止
等
を
目
的
と
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
も

17
社
に
受
け
入
れ
い
た
だ
き
、
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
方
面
管
制
気
象
隊
第

1
派
遣
隊
は
、
令
和
３
年
２

月
８
日
（
月
）
か
ら
２
月
10

日
（
水
）
の
間
、
青
森
、
弘

前
、
秋
田
の
各
駐
屯
地
に
お

い
て
「
駐
屯
地
気
象
観
測
要

員
現
地
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

こ
れ
は
規
則
に
よ
り
定
時
の

気
象
観
測
を
行
う
こ
と
が
指

定
さ
れ
て
い
る
各
駐
屯
地
の

気
象
観
測
要
員
に
対
し
、
気

象
観
測
の
要
領
や
気
象
観
測

器
材
の
取
扱
い
に
つ
い
て
隔

年
で
教
育
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

航
空
機
の
安
全
な
運
航
に

は
、
各
地
の
気
象
情
報
が
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
特
に
今

回
は
冬
季
の
悪
天
候
時
に
お

け
る
雲
の
高
さ
や
視
程
な
ど

の
観
測
要
領
に
つ
い
て
現
地

現
物
を
利
用
し
て
気
象
幹
部

と
気
象
陸
曹
が
直
接
指
導
を

行
っ
た
。

新 編 第 ３ ８ ４ 会 計 隊
編 成 完 結 ！

第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
隊
は
、

令
和
３
年
１
月
13
日
（
水
）
か
ら
15

日
（
金
）
ま
で
の
間
、
王
城
寺
原
演

習
場
に
お
い
て
、
東
北
方
面
後
方
支

援
隊
が
実
施
し
た
、
令
和
２
年
度
対

敵
近
接
射
撃
訓
練
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
交
戦
装
置
（
バ
ト

ラ
ー
）
を
使
用
し
て
の
攻
撃
と
防
御

第

９

施

設

大

隊

第１０２特科直接支援隊直接支援中隊

東 北 方 面 管 制 気 象 隊 第 １ 派 遣 隊

令
和
２
年
度
対
敵
近
接
射
撃
訓
練
を
実
施

第３０５基地通信中隊八戸派遣隊

各 部 隊 の

８１式自走架柱橋の後継として施設科部隊

に装備された支援橋。専用の車両に積載され、

作戦域の河川、地隙等に架設して部隊の行動

を支援する。架柱を使用せず、河川の流速の

影響を受ける事なく架設が可能である。

全 長 約 ６０ｍ
全 幅 約 ４ｍ
総重量 約 ２５ｔ

各 部 隊 の

第
３
８
４
会
計
隊
は
、
令
和
３
年

３
月
18
日
（
木
）
駐
屯
地
防
衛
館
に

お
い
て
東
北
方
面
会
計
隊
長
を
執
行

者
と
し
て
隊
旗
返
還
・
授
与
式
を

行
っ
た
。

隊
は
平
成
27
年
３
月
に
会
計
科
部

隊
改
編
に
伴
い
、
第
３
８
９
会
計
隊

（
岩
手
）
を
集
約
し
て
い
た
が
、
今

回
の
改
編
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独

の
会
計
隊
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
方

面
会
計
隊
長
へ
大
隊
旗
を
返
還
し
中

隊
旗
が
授
与
さ
れ
た
。

東
北
方
面
会
計
隊
長
よ
り
要
望
事

項
「
己
に
誇
り
を
」
「
任
務
に
魂

を
」
「
職
場
に
笑
顔
と
風
通
し
を
」

を
旨
に
、
強
く
、
し
な
や
か
で
、
駐

屯
各
部
隊
に
愛
さ
れ
る
会
計
隊
の
育

成
に
尽
力
せ
よ
と
訓
示
を
う
け
た
。

隊
は
会
計
隊
長
を
核
心
と
し
て
訓

練
・
業
務
に
励
み
、
新
た
な
歴
史
の

幕
を
開
け
第
３
８
４
会
計
隊
と
な
り

会
計
業
務
・
会
計
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
に
邁
進
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
、
決
意
を
新
た
に

し
た
。

防 御

攻 撃

３

０

１

高

射

直

接

支

援

隊

交戦装置を使用

に
分
か
れ
た
対
抗
方
式
に
よ
り

実
施
さ
れ
、
近
接
戦
闘
射
撃
能

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
日
中
で
も
氷
点
下
の
中
、

敵
の
射
撃
網
を
回
避
し
て
前
進

し
つ
つ
敵
兵
を
滅
殺
し
、
任
務

を
完
遂
す
る
こ
と
で
、
目
的
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
編
成
と
し
て
初
の
訓
練

指
揮
所
設
置
場
所
を

信
電
室
か
ら
隊
長
室
に

変
更
し
掲
示
物
等
を
修

正
し
た
。

ま
た
体
力
検
定
（
戦

技
）
を
実
施
し
、
全
員

が
合
格
で
き
た
こ
と
が

成
果
と
な
っ
た
反
面
、

修
正
す
べ
き
課
題
も
確

認
で
き
た
。

今
後
は
方
面
総
監
訓

練
検
閲
に
向
け
て
更
に

練
度
向
上
に
努
め
い
い

結
果
を
残
せ
る
よ
う
隊

長
を
核
心
と
し
て
頑

張
っ
て
い
く
。

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

八
戸
地
区
合
同
援
護
調
整
所

・
八
戸
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー

令
和
３
年
２
月
、
９

施
設
大
隊
に
「
07
式
機

動
支
援
橋
」
が
装
備
さ

れ
た
。

従
来
使
用
し
て
い
た
、

81
式
自
走
架
柱
橋
が
装

備
さ
れ
た
の
は
、
昭
和

新

装

備

07

式

機

動

支

援

橋

導

入

今年度
運用開始へ

ま
だ
ま
だ
感
染
症
の
終

息
も
不
透
明
で
は
あ
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
、
自
衛

隊
青
森
地
方
協
力
本
部
の

自
衛
官
募
集
業
務
と
退
職

自
衛
官
の
再
就
職
業
務
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

61
年
で
あ
り
、
約
35
年
ぶ

り
の
新
装
備
導
入
と
な
る
。

渡
河
器
材
小
隊
は
、
直

ち
に
練
成
訓
練
を
実
施
。

07
式
機
動
支
援
橋
の
架
設

能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

第
３
０
５
基
地
通

信
中
隊
八
戸
派
遣
隊

は
、
令
和
３
年
４
月

５
日
か
ら
９
日
ま
で

の
間
、
第
1
回
東
北

方
面
通
信
群
集
中
訓

練
に
参
加
し
た
。
３

月
定
期
異
動
者
が
八

戸
で
参
加
す
る
最
初

の
訓
練
で
あ
り
、
緊

張
の
中
に
も
や
る
気

が
垣
間
見
え
る
中
で

の
訓
練
と
な
っ
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、

令
和
２
年
度

第
３
回
中
隊
訓
練
を
実
施

第
１
０
２
特
科
直
接

支
援
隊
直
接
支
援
中
隊

は
、
令
和
３
年
２
月
８

日
（
月
）
～
２
月
10
日

（
水
）
の
間
、
八

戸
演
習
場
及
び
第

１
０
２
特
科
直
接

支
援
隊
直
接
支
援

中
隊
第
２
整
備
工

場
に
お
い
て
、
令

和
２
年
度
第
３
回

中
隊
訓
練
を
実
施

し
た
。
特
に
84
ｍ

ｍ
無
反
動
砲
及
び

12
．
７
ｍ
ｍ
重
機

関
銃
の
取
扱
い
操

作
に
つ
い
て
演
練

し
、
練
度
を
向
上

す
る
こ
と
が
出
来

た
。
訓
練
で
培
っ

た
成
果
を
実
働
に

発
揮
し
、
引
き
続

き
任
務
達
成
に
邁

進
し
て
い
く
。

警
務
隊
は
４
月
６

日
か
ら
同
月
15
日
ま

で
の
間
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
及
び
運

転
免
許
証
携
帯
の
確

認
を
重
点
に
し
た
交

通
指
導
取
締
の
他
、

駐
屯
地
内
私
有
車
駐

車
場
と
官
舎
地
区
に

お
い
て
車
検
標
章
の

位
置
及
び
有
効
期
限

春の交通安全運動実施！

並
び
に
ヘ
ッ
ド
レ
ス

ト
装
着
の
有
無
を
確

認
し
、
隊
員
の
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
を

図
っ
た
。

警
務
隊
に
お
い
て

は
職
種
変
更
隊
員
を

募
集
し
て
い
る
の
で

興
味
が
あ
る
隊
員
は
、

ぜ
ひ
警
務
隊
へ
。

駐屯地内北門付近に
おける交通指導取締

隊旗授与

体力検定

訓練風景

令和３年５月３１日 （５） 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 第３号



交
通
安
全
対
策
協
議
会
会
長
表
彰

八
戸
駐
屯
地
の
敷
地
内

に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
中

心
に
約
七
百
本
の
桜
が
あ

り
、
八
戸
の
桜
の
名
所
と

し
て
多
く
の
市
民
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
。
例
年
で

は
、
４
月
の
駐
屯
地
記
念

日
に
あ
わ
せ
駐
屯
地
を
一

般
開
放
し
て
い
る
が
今
年

度
は
コ
ロ
ナ
渦
の
た
め
昨

年
度
に
引
き
続
き
一
般
公

開
の
実
施
を
見
合
わ
せ
た
。

一
般
開
放
を
し
な
い
代
わ

り
に
、
４
月
12
日
（
月
）

の
一
部
開
花
か
ら
満
開
ま

で
の
移
り
変
わ
り
を
駐
屯

地
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
及
び

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
紹
介

し
て
い
る
。
桜
の
木
の
維

持
の
た
め
、
毎
年
桜
の
開

花
前
に
駐
屯
各
部
隊
が
、

て
ん
ぐ
巣
病
及
び
下
枝
の

除
去
を
行
っ
て
い
る
。

陸
上
自
衛
隊
幕
僚
監
部
主
催
の

「
陸
自
飯
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
、
令

和
３
年
２
月
か
ら
同
年
３
月
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
。

各
駐
屯
地
が
ご
当
地
グ
ル
メ
・

ラ
ー
メ
ン
・
肉
料
理
・
丼
の
４
つ

の
部
門
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
視
聴
者
に
よ
る
得
票
数
に
よ
っ

て
グ
ラ
ン
プ
リ
が
選
考
さ
れ
た
。

業
務
隊
糧
食
班
か
ら
は
、
ご
当

地
グ
ル
メ
部
門
「
八
戸
せ
ん
べ
い

汁
」
、
ラ
ー
メ
ン
部
門
「
八
戸
煮

干
し
ラ
ー
メ
ン
」
、
肉
料
理
部
門

「
源
た
れ
唐
揚
げ
」
、
丼
部
門

「
八
戸
ば
く
だ
ん
丼
」
の
全
て
の

部
門
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
沢
山
の

方
々
に
投
票
し
て
い
た
だ
き
、
各

部
門
で
上
位
の
成
績
を
得
る
こ
と

が
出
来
た
。
業
務
隊
糧
食
班
栄
養

士
の
西
野
技
官
は
、
「
今
後
も
地

域
（
地
産
地
消
）
と
人
（
隊
員
）

を
大
切
に
し
た
食
事
作
り
を
心
が

け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

掲
載
し
た
八
戸
ば
く
だ
ん
丼
以

外
の
レ
シ
ピ
は
、
陸
自
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
八
戸
駐
屯
地
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
確
認
で
き
ま
す
。

八
戸
地
区
自
衛
隊
協
力
会
主
催
の

令
和
３
年
度
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激

励
会
が
、
令
和
３
年
２
月
16
日
（火
）

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
八
戸
地
区
の
入
隊

予
定
者
59
名
中
48
名
が
出
席
し
た
。

八
戸
地
区
自
衛
隊
協
力
会
会
長
の

河
村
忠
夫
様
や
八
戸
駐
屯
地
司
令
等

か
ら
激
励
の
言
葉
を
話
し
た
。
入
隊

予
定
者
か
ら
は
、
防
衛
大
学
校
に
入

校
す
る
大
嶋
響
輝
さ
ん
が
、
「
東
日

本
大
震
災
で
の
自
衛
隊
の
救
助
活
動

へ
従
事
す
る
姿
が
記
憶
に
残
っ
て
い

る
。
今
ま
で
お
世
話
な
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
あ
ら

ゆ
る
困
難
に
も
立
ち
向
か
い
、
た
く

ま
し
く
成
長
し
て
い
き
た
い
」
と
お

礼
と
決
意
を
述
べ
た
。

こ
の
春
４
月
か
ら
、
自
衛
隊
に
入

隊
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
隊
で
教
育

に
励
ん
で
い
る
。
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―

自
衛
隊
入
隊
に
向
け

決
意
新
た
に

―

八戸地区入隊予定者内訳

防衛大学校…１名

防衛医科大学校看護学科…１名
一般曹候補生…33名
自衛官候補生…24名

歓迎の言葉を述べる駐屯地司令

投票していただいた皆様に感謝

ＰＲポイント
八戸ばくだん丼の名前の由来は、このどんぶ
りを頬張ると美味しさが口の中で爆発するか
らと言われています。オリジナルのニンニク
醤油ダレが美味しさの名脇役となります！！

作り方
１ 炊いたご飯に寿司酢を混ぜて、冷ます。
２ １の酢飯を丼によそい、刻みのりを敷く。
３ 刻みのりの上にいかそうめん・オクラ・納
豆・とびっこを盛り付ける。万能ねぎは、
おしゃれにパラっとしましょう。

４ 食べるときにお好みで温泉卵とにんにく
醤油をかけて完成です☆

♡ぐるぐるかき混ぜて食べると
口の中で美味しさが爆発します♡

「八戸ばくだん丼」
～ 青森県どんぶり選手権で

２年連続１位に輝いた１品～

栄養ポイント
イカは、高たんぱくで低脂肪、肝機能に効くと
いわれているタウリンが豊富

材料 １人分（自衛隊員の分量です）

精米 １３０ｇ
米粒麦 １５ｇ
寿司酢 ２０ｇ
刻みのり １ｇ
いかそうめん ７０ｇ
オクラ ３０ｇ
ひきわり納豆 ３０ｇ
とびっこ １５ｇ
万能ネギ ５ｇ
【にんにく醬油】
醤油・めんつゆ・おろしにんにく 適量

八戸駐屯地（丼） 八戸ばくだん丼レシピ

下枝の除去てんぐ巣病の除去４月１２日（月）

八戸駐屯地 紹介「 」
今年も満開で駐屯地を鮮やかに

４月１６日（金） 本部隊舎前

会
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
八
戸
駐
屯
地
は

積
極
的
に
八
戸
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
が
企
画
す
る
行
事
に

協
力
す
る
と
と
も
に
、
駐
屯
地

の
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
交
通
安

全
に
努
め
て
い
く
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
３
年

５
月
19
日
（
水
）
八
戸
市
役
所

に
お
い
て
八
戸
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
（
会
長

八
戸
市
長

小
林

眞

様
）
か
ら
、
長
年

に
わ
た
り
本
協
議
会
が
主
催
し

て
い
る
街
頭
広
報
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底
や
飲
酒
運
転
根
絶

等
を
呼
び
か
け
、
八
戸
市
内
に

お
け
る
交
通
事
故
防
止
に
果
た

し
た
功
績
を
称
え
ら
れ
「
表
彰

状
」
の
贈
呈
を
受
け
た
。

八
戸
市
交
通
安
全
対
策
協
議

八戸市長より表彰状の贈呈を受ける駐屯地司令



第４地対艦ミサイル連隊第３中隊
陸士長 津田 琉斗 さん

来星 さん 夫妻

令和３年２月２２日 入籍

今後は２人で幸せな家庭をつくっていければと
思っています。また家庭が出来たという自覚を持ち、
気を引き締めて部隊のために頑張っていきたいです。

３ 月 転 出 部 隊 長 挨 拶

第４地対艦ミサイル連隊本部管理中隊
２等陸曹 福士 香

長男 璃緒人（りおと）くん
令和２年１２月８日 誕生

おしゃべりも笑顔も多くなり、日々の成長をそばで
感じられることが何よりもありがたく思います。
これからも元気いっぱいに育って欲しいです！

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
長

２
等
陸
佐

隈
元

靖
彦

第
15
旅
団
司
令
部
監
察
官

那
覇
駐
屯
地

（
令
和
３
年
３
月
15
日
付
）

八
戸
駐
屯
地
後
援
会
、
協
力

団
体
及
び
地
域
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
度
第
15
旅
団
司
令
部
監
察

官
と
し
て
異
動
を
命
ぜ
ら
れ
ま

し
た
。

平
成
31
年
３
月
着
任
以
来
、

皆
様
に
は
公
私
に
わ
た
り
格
別

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
、
任
を
全
う
し
充
実

し
た
勤
務
を
送
れ
た
こ
と
に
重

ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
八

戸
駐
屯
地
及
び
駐
屯
地
業

務
隊
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
離
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

第
９
飛
行
隊
長

２
等
陸
佐

鈴
木

昭
司

陸
上
総
隊
司
令
部
運
用
部

朝
霞
駐
屯
地

（
令
和
３
年
3
月
15
日
付
）

八
戸
駐
屯
地
後
援
会
、
八
戸

駐
屯
地
協
力
団
体
、
地
域
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
令
和
３
年
３
月
15
日
付

を
も
ち
ま
し
て
陸
上
総
隊
司
令

部
へ
異
動
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
８
月
着
任
以
来
、
皆

様
に
は
公
私
に
わ
た
り
格
別
の

ご
指
導
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
在
任
間
、
第
９

飛
行
隊
が
任
務
を
完
遂
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
厚
情
の
賜
物
と
深
く
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
皆
様
の
ご

多
幸
、
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

第
9
飛
行
隊
に
対
し
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
離
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
3
年
４

月
８
日
（
木
）
同
駐
屯
地
に
お
い

て
青
森
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

八
戸
出
張
所
の
依
頼
を
受
け
、
今

年
度
初
の
と
な
る
献
血
に
協
力
し

た
。
多
く
の
隊
員
に
献
血
の
協
力

の
機
会
が
増
え
る
よ
う
、
献
血
が

あ
る
こ
と
を
各
部
隊
に
周
知
す
る

た
め
事
前
に
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲
示

す
る
と
と
も
に
、
当
日
、
隊
内
放

送
に
よ
り
隊
員
に
献
血
の
協
力
の

呼
び
か
け
を
実
施
し
た
。
厚
生
セ

ン
タ
ー
内
で
の
事
前
検
査
で
は
、

慣
れ
た
様
子
で
待
つ
隊
員
か
ら
、

初
め
て
の
献
血
で
緊
張
し
た
様
子

の
隊
員
ま
で
様
々
だ
っ
た
が
、
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
職
員
の
丁
寧

か
つ
優
し
い
対
応
で
隊
員
の
緊
張

も
解
け
て
い
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
献
血
バ
ス
が
配
車
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
等
が

中
止
に
な
っ
て
い
る
中
、
駐
屯
地

は
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

第９後方支援連隊補給隊 ３等陸曹 菅野 司
第３０３高射直接支援隊 ３等陸曹 菅野 茉衣

次男 蒼汰朗（そうたろう）くん
令和３年１月３０日 誕生

少し小さめに生まれたのに、
今ではもうプニプニ・むちむち。
お兄ちゃんのように明るく元気な子に育ってね！

守りたい人が、増えました。

第４地対艦ミサイル連隊第２中隊
３等陸曹 鶴ケ崎 翔平

次女 一華（いちか）ちゃん
令和３年３月６日 誕生

無事に次女が産まれました。
これからも家庭と仕事の両立を図り、
日々精進していきたいと思います。

事前検査の様子 献血中の隊員



日本生命保険相互会社 青森支社
【八戸南営業部】川崎 靖子 ・ 柏崎 知美
【八戸西営業部】佐々木 桐恵 ・ 君島 実可子
【常駐員】長松 弘江 ・ 石井 典子

004-20-043

八戸地区自衛隊協力会
八戸商工会議所
自衛隊・八戸市防災対策検討委員会
青森県隊友会三八地域支部
八戸市自衛隊家族会
青森県銃剣道連盟八戸支部
第１０１高射特科隊後援会
八戸陸上自衛隊協力店会
第４地対艦ミサイル連隊ＯＢ会
第９後方支援連隊ＯＢ会「みちのく会」
第２対戦車ヘリコプター隊ＯＢ会
八戸駐屯地業務隊ＯＢ会
第５高射特科群ＯＢ会
第９施設大隊ＯＢ会「勇施会」
第９飛行隊ＯＢ会
第３０１高射直接支援隊ＯＢ会
第３８普通科連隊八戸地区ＯＢ会
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詳しいお問い合わせは
青森地方協力本部八戸地域事務所まで
TEL ０１７８－４５－１９２０

👈はじめました👉

検索
『青森地本』

『八戸地域事務所』

八戸駐屯地では、駐屯地の活動状況を逐次更新中☆彡
詳しくは、こちらをチェックしてみてください！

笑顔で駐屯地をあとに

離
任
の
ご
挨
拶

https://www.mod.go.jp/gsdf/neae/hachinohe/

住所 八戸市市川町桔梗野官地
☎ ０１７８－２８－３１１１

フェイスブック・ツイッター絶賛活動中！
フォロワー募集中です♪

🔍 八戸駐屯地 で検索！

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
長

兼

八
戸
駐
屯
地
司
令
か
ら
令
和
３
年
３
月
15

日
付
で
陸
上
幕
僚
監
部
監
理
部
行
政
文
書

管
理
室
長
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
在
任

間
は
、
駐
屯
地
の
明
る
く
逞
し
い
隊
員
に

囲
ま
れ
、
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
、
各
協

力
団
体
の
皆
様
、
隊
員
ご
家
族
の
皆
様
か

ら
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
な
ん
と

か
重
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
８
月
１
日
、
生
ま
れ
育
っ
た

八
戸
市
で
勤
務
で
き
る
こ
と
の
喜
び
と
楽

し
み
、
そ
し
て
少
し
の
不
安
を
胸
に
統
合

幕
僚
監
部
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

抱
い
て
い
た
少
し
の
不
安
は
、
地
域
の
皆

様
の
温
か
い
歓
迎
に
よ
り
直
ぐ
に
打
ち
消

さ
れ
、
職
務
に
集
中
す
る
態
勢
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
感
じ
た

地
元
の
温
か
さ
と
い
う
の
は
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
感
謝
の
気

持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
着
任
後
は
駐
屯
地
司

令
と
し
て
駐
屯
地
所
在
部
隊
・
隊

員
の
任
務
遂
行
に
資
す
る
勤
務
環

境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
八
戸
市

及
び
社
会
福
祉
法
人
「
徳
望
会
」

様
と
災
害
時
等
に
お
い
て
緊
急
出

動
す
る
隊
員
の
家
族
へ
の
各
種
支

援
に
関
す
る
「
あ
ん
し
ん
協
定
」

を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
み
な

ら
ず
、
駐
屯
地
の
後
援
会
を
発
足

し
て
い
た
だ
き
、
更
に
は
、
駐
屯

地
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
駐
屯
地
新
聞
、
地

域
行
事
へ
の
参
加
・
支
援
な
ど
を

通
じ
、
皆
様
と
相
互
理
解
・
連
携

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
駐
屯

地
・
部
隊
の
任
務
遂
行
の
基
盤
を

強
化
し
、
そ
の
実
効
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流

も
私
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物

と
な
り
ま
し
た
。
色
々
な
意
見
交

換
の
場
な
ど
を
通
じ
て
地
元
の
歴

史
や
文
化
な
ど
の
素
晴
ら
し
さ
を

改
め
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

し
、
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
が

八
戸
出
身
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら

誇
り
に
思
っ
た
２
年
７
カ
月
で
も

あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
八
戸
駐
屯
地
を
見
守
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続
き

八
戸
駐
屯
地
へ
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
私
個

人
と
い
た
し
ま
し
て
も
現
在
の
コ

ロ
ナ
禍
が
終
息
す
る
状
況
を
見
極

め
つ
つ
、
逐
次
、
八
戸
に
帰
省
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
八
戸
駐

屯
地
と
各
隊
員
の
益
々
の
発
展
と

地
域
、
各
協
力
団
体
、
隊
員
ご
家

族
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
、
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
て
お
礼
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

前駐屯地司令松坂１佐離任


